
 
R８年度 訪問介護ヘルパーの「暑さ対策事業」に関する実態調査（ケア社会をつくる会） 

 
「ケア社会をつくる会」では昨年（令和７年）に、猛暑のさなかに各戸を訪問しなければならないホームヘル

パーの過酷な業務内容について調査し、その窮状を石田路子委員が社会保障審議会介護保険部会で訴えました。
さらに厚労省に要望書を提出、記者会見を開いています。今年も引き続き、アンケートを行いますのでヘルパー
の皆さん、ご協力ください。 
昨年の会の調査などを受け、厚労省は予算を付け、都道府県では 4 月からこの事業を開始、猛暑が始まる前ま

でに事業者が申請するよう呼びかけています。それが下記の「介護サービス提供体制確保支援事業」です。 
■都道府県 R８年度 「介護サービス提供体制確保支援事業」 
【補助対象】・猛暑などの様々な困難な事態下に介護サービスを継続するために必要な以下の費用 
○燃料費、有料道路通行料等の移動に伴い必要となる経費  
○ネッククーラー、熱中症対策ウオッチ、冷感ポンチョ等の猛暑対策用品購入経費 
○光熱水費、燃料費等の入居者・利用者の生活環境改善、職員の負担軽減・勤務環境改善の経費  
○業務用スポットクーラー、遮熱・遮光カーテン、ブラインド、換気扇・送風機/サーキュレーター等の居室や浴室
等における温度管理、湿度管理に必要な設備・物品等の購入等経費 

今回のアンケートの結果も、国や地方自治体への要望書、記者会見などに生かし、実情を訴えていきます。 
アンケートは拡散大歓迎です。ご協力をお願いします。★締切は８月 20 日です。 
郵送の宛先：〒444-0924 岡崎市八帖北町 27-2 江山ビル 1 階  

株）ミカ・ケアプロモーションオフィス 近藤美香 FAX：0564-79-4101 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
Q1 あなたが訪問介護を行っている地域をお答えください（都道府県・市区町村） 
（                                       ） 
 
Q2 あなたの性別  
○女性  ○男性  ○答えない 
 
Q3 あなたの年代 
○30 代  ○40 代  ○50 代  ○60 代  ○70 代  ○80 代  ○その他 
 
Q4 あなたの雇用形態をお答えください 
○常勤  ○非常勤  ○登録型  ○アルバイト  ○派遣  ○その他: 
 
Q5 あなたの役職があれば、それをお答えください 
○管理者  ○サービス提供責任者  ○その他 
 
Q6 勤務先の事業規模（職員数）  
○1-10 名  ○11-20 名  ○21-30 名  ○31-40 名  ○41-50 名  ○51 名以上  ○わからない 
 
Q7 訪問介護の際の主な移動手段  
○自転車  ○バイク  ○自動車  ○電車・バス  ○徒歩のみ  ○その他 
 



Q8 １日の訪問件数 （平均） 
○1 件  ○2 件  ○3 件  ○4 件  ○5 件  ○6 件  ○それ以上 
 
Q9 １日の移動時間 （１か月平均)   
○10-20 分  ○30-40 分  ○50-60 分  ○70-80 分  ○90-100 分  ○110-120 分  ○130-140 分 
○150-160 分  ○170-180 分  ○180 分以上  ○Other: 
 
Q10 １件当たりのサービス提供時間（平均値） 
○20 分  ○30 分  ○40 分  ○50 分  ○60 分  ○その他 
 
Q11 酷暑の中における訪問介護サービスの遂行に困難を感じていますか？ 
○大いに感じる  ○感じる  ○時々感じる  ○あまり感じない  ○ほとんど感じない 
 
Q12 あなたは、都道府県の「R8 年度介護サービス提供体制確保支援事業」のことを知っていましたか？ 
○はい  ○いいえ 
 
Q13 あなたの事業所は、都道府県の「R8 年度介護サービス提供体制確保支援事業」へ申請しましたか？  
※複数の事業所に所属している人は、そのうちの一箇所でも申請していれば「はい」へチェック 
○はい  ○いいえ  ○知らない 
 
Q14 今年の夏、訪問介護で支給された暑さ対策の物品等がありますか？ 
○はい  ○いいえ  ○わからない 
 
Q15 Q14 で「はい」と答えた人について、何が支給されましたか？ 
○前年度支給されたもの（その物品）： 
○その他（ 
 
Q16 上記の事業による補助を待たずに自分で購入したものがありますか？ 
（自分で購入したものとその値段）  
 
Q17 物品以外に事業所独自の暑さ対策がありますか？ 
○移動時の休憩時間を増やす  ○酷暑日は時給に上乗せされる ○その他 
 
Q18 国による訪問介護事業への「暑さ対策」についての要望があれば、具体的に書いてください 
 
 
Q19 職場が利用者宅である訪問介護では、酷暑期は特に利用者さんやご家族の労働環境に対する理解協力が必
須です。どのような協力を望まれますか（複数回答可） 
○必ずエアコンを使ってほしい 
○利用者のいる居室だけでなく、ヘルパーの働く台所などへ冷気が届くようにしてほしい 
○入浴介助は夏場はシャワー浴にしてほしい 
○到着時、クールダウンする時間を認めてほしい ○その他 


